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はじめに 

2015 年秋、韓国では、政府による歴史教科書の国定化が強行された。総選挙（2016 年 4 月 13

日）と相まって国定化問題は政治的懸案となり、韓国社会全体を巻き込んで激しい議論と葛藤を

呼び起こした。そのなか、中学・高校生から大学・大学院生などの若者も声を上げ、行動を起こ

した。その背景には「疎通」可能な公正な社会への希求がある。「疎通」とは、政府と民衆、民

衆同士が対等な関係で意志表現ができ、下からの声が政策決定に反映されることを意味する。歴

史教育の在り方を問うことを通じ、現在の韓国の「不通」、つまり上から下へ、政府から民衆へ

の一方的な押し付け、下からの声には耳を貸さず、無視する現状を批判するのである。 

研究においても、김한종『역사교과서 국정화, 왜 문제인가［歴史教科書国定化、なぜ問題な

の か ］』(책과함께、2015)、심용환『역사 전쟁-권력은 왜 역사를 장악하려 

하는가?［歴史戦争-権力 は な ぜ 歴史 を 掌握 し よ う と す る の

か］』(생각정원、2015)、김정인『역사 전쟁-과거를 해석하는 싸움［歴史戦争-過去を解釈す

る闘い］』(책세상、2016)、이만열, 한상권 외『거리에서 국정 교과서를 묻다-시민 학생과 

함께하는 거리역사강좌［街 で 国定教科書 を 問 う -市民学生 と と も に 作 る 街 の

歴史講座］』(민족문제연구소、2016)など、主に国定化に反対する歴史学、歴史教育研究者に

よって多数の書籍と論文がほぼリアルタイムで発表されている。いったい、何が彼らをここまで

急がせ、「歴史戦争」と呼ばせているのか。 

本報告では、韓国の歴史教科書国定化問題と、それに若者がどのようにかかわりを作って対応

しているのか、そのなかで彼らが求めるものは何かを、選挙と関連づけて考察してみることを課

題とする。 

 

1．2015年、歴史教科書国定化までの推移 

 (1)韓国史教科書発行制度の変遷史 

韓国における歴史教科書の国定化は今回が初めてではない。朴正熙政権は「国籍のある教育」、

「主体的民族史観」という教育方針の下、植民史観の清算と「国史教育強化」のために、それま

で社会科目の一部であった「国史」科目を独立させ、1974年にそれまでの検定制を国定制に変え

た 1。その結果、それまで中学、高校で各 11種あった国史教科書が、単一の国定教科書に統一さ

れた。当時、一部の歴史研究者は「多様性を抹殺させ、画一性のみを求めるのは危険だ」と国定

化に反対したが、全体的には「国史教育強化」路線が持つ民族主義的性格のため、強い反対はな

く、国定化は約 40 年間続いた 2。独裁体制の下で登場した国定教科書は軍部独裁政治の終息とと

もに事実上消滅し、1997 年以降、「特定政権の政治的利害関係を代弁し、客観的かつ多様な歴史

教育をさえぎる国定教科書の弊害を克服する」3ために、検定制への変更が決まっていった 4。 

2003 年、高校 2、3 年生の選択科目として新設された「韓国近現代史」教科書の検定化を皮切

りにし、2010 年には中学、2011 年には高校の歴史教科書が検定化された 5。2016 年現在、中学



10種、高校 8種の歴史教科書が存在する。しかし、検定の歴史教科書の有効期限はあと数か月し

か残っていない。2017 年 3月から韓国の中学性、高校生は国定教科書で歴史を学ぶことになった

ためである。 

昨年の 2015 年秋、朴正熙元大統領の娘である朴槿惠政権は、検定に改められていた歴史教科

書を国定化した。そのため、今回の国定化が「歴史クーデター」、「独裁時代への回帰」という批

判を受けている。では、なぜ 2015年に国定化が進められたのだろうか。 

 

(2)再び国定化確定までの道のり 

それを知るためには、2003 年にさかのぼらなければならない。上述したように、2003 年には

韓国近現代史科目が新設され、検定の口火を切った。検定制導入によって、近現代史に特

化した 6 種の教科書が検定を通り、発行された。すると、与党のハンナラ党（セヌリ

党の前身）や代表的な保守言論の『朝鮮日報』などは、その教科書を「自虐的、左傾、

従北（韓国には否定的、「北朝鮮」に肯定的）」と激しく非難し、「正しく誇らしい大韓民国史」

を強調した。この非難に同調する研究者らは、右派的各種団体の支援を受け、2005年に教科書フ

ォーラムという団体を作り、2008 年には『代案教科書 韓国近現代史』を発行した。しかし、韓

国史専門家がほとんど執筆に参加していない本書は、事実の誤りが多く、正式な教科書でもなか

ったため、影響力があまりなかった。そんななか、当時の李明博政府は、韓国近現代史教科書に

対して修正を要求したが、執筆者らが修正を拒否し、裁判にまでなった。結局、2009年に韓国近

現代史は 2 年で廃止となり、「韓国史」に統合された。政府は「韓国史」教科書に対して、厳し

い執筆指針を適用し、検定基準を強化した。一方、教科書フォーラムは韓国現代史学会に改称し、

2013年に高校の歴史教科書を刊行した。しかし、その教科書は「親日・独裁美化教科書」と批判

され、採択されたのは全国でたった 1校のみと、失敗に終わった。韓国現代史学会のメンバーや

政府、保守言論は、繰り返して韓国史教科書内容を批判し、やがて国定化が議論されるようにな

った 6。もはや国定化しか「左派との歴史戦争」で勝てないと判断したのである 7。 

 朴大統領は、就任初年度の 2013年 6月、「教育現場で真実や歴史を歪曲することは絶対あって

はならない」、「新政府で必ず正す」と述べたことから歴史教育に関する発言を始め、同年 9月の

国務会議では、教育部（日本の文科省に当る）に対して、検定のたびに問題になる原因を検討し

て対策を講じるように求めた 8。翌 2014年 1月の大統領業務報告で、教育部が 6月までに「国定」

を含み、「韓国史教科書発行体制改変案を用意」すると発表し、朴大統領も「事実に基づき、バ

ランスのとれた歴史教科書の開発など制度改善策を講じる」ようにと、教育部を促した。しかし、

発行体制改変案は中高の歴史教師を中心とする反対運動を呼び起こし、進展を見られずに終わっ

た。ところが、同年 8月に国定化推進派の黃祐呂が教育部長官に就任し、国定化は加速化した 9。 

2015年 10月 12 日、「中・高等学校教科用図書、国・検・認定区分（案）行政予告」が出され、

11月 3日、確定告示が発表されるにいたった。黃教安・国務総理は「99％の学校が偏った教科書

を採択している」との確定談話文を発表し、1 校しか採択しなかった、あの教科書こそ現政権が

望む国定教科書であることを自ら告白した 10。 

 

2．国定化に対する世論 



では、韓国の人々は国定化をどのように見ていたのだろうか。選挙もあっていろいろな世論調

査が行われた。全体的には、行政予告直後には、賛成／反対が 47.6％／44.7％（Realmeter、10

月 13 日）、両方同じく 42％（韓国Gallup、10 月 16 日）、確定告示直後には、42.8％／52.6％

（Realmeter、11 月 4 日）、36％／53％（韓国Gallup、11 月 6 日）と、当初は賛否が拮抗してい

たが、確定告示後に反対のほうが多くなった 11。なお、2016年 1月の調査では、31.1％／50.1％

と、11 月 6 日の結果に比べて、賛否ともポイントがやや下がったが、両者のギャップは 17％か

ら 19％へと少し広がり、反対のほうが多くなったことがわかる 12。 

そのなか、以下においては、選挙と世代に着目したときの特徴を概観してみたい。 

 

（1）4・13選挙と国定化 

 全国 1000 個の市民社会団体が立ち上げた「2016 総選市民ネットワーク」は、4 月 6 日、ワー

スト候補 10 とベスト政策 10 を発表した。ワースト 10 には、国定化を推し進めた金武星、黃祐

呂候補と元セヌリ党歴史教科書改善特別委員長の金乙東候補が含まれており、ベスト政策 10 に

は、セウォル号の引き上げと真相究明に次ぎ、国定化の廃止が 2 番目に挙げられた 13。つまり、

ワースト候補選定にも、ベスト政策選定にも、国定化問題は大きな影響を与えたのである。 

 二つの世論調査の結果をみてみよう。メディアオヌルが世論調査機関の(株)STIと共同で、2015

年 11月 10、11日両日間、19歳以上 1,000名を対象に調査したら、国定化に反対する候補に投票

すると答えた人が 52.9％と、賛成する候補に投票すると答えた 35.3％より 18％ほど多かった 14。

また、11 月 3 日に行ったRealmeterの支持政党別の調査では、賛成／反対の比率が、セヌリ党支

持層は 83.7％／11％、新政治連合（野党）支持層は 7.8％／90％となった。与党支持＝賛成、野

党支持＝反対にはっきり分かれており、野党支持＝反対のほうがより明確に示されている。支持

する政党のない無党層の場合、15.4％／78.4％と、反対のほうが 5 倍ほど多い 15。このように、

有権者一般の認識としては、支持する政党や候補と国定化問題をかなり密接に関連づけていると

いえよう。 

 

（2）世代別認識の差 

下記グラフは、韓国Gallupが 10月 13日から 15日間、有権者 1003名を対象に行った、国定化

に対する世代別世論調査の結果である 16。 
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調査では、賛成／反対の比率が、20 代（19歳含む）の 19.9％／80.1％、30代の 24.4％／72.6％、

40代の 36.5％／59.8％、50代の 55.9％／38.5％、60歳以上の 70.5％／20.2％となる 17。世論全

体の推移と同様、年齢を問わず、反対のほうが増えたが、とくに 20、30代の反対の比率が約 15％

と急増した。 

現政権に対する支持率について「政治的両極化」と表現されているように 18、国定化に対して

も 40代以下と 50代以上の人々は、国定化に対して克明に異なる認識を持っている。それは、教

科書国定化の直接の影響を受けることになる中高生から 20、30 代の青年学生の反対運動がおこ

ることとも関連する。 

  

3．広がる国定化反対運動 

 国定化反対運動は、全国の歴史教師の反対宣言から始まり、研究者の執筆拒否、教職員、大学

生、宗教家、言論関係者、法律家、労働組合などによる反対宣言へと広がった。10 月 12 日には

466 個の市民団体・歴史団体が「韓国史教科書国定化阻止ネットワーク」（以下、ネットワーク）

を立ち上げ、組織的運動を展開した。そのなか、若者による二つの運動に注目してみたい。 

 

（1）青少年たちの運動 

一つは、中学、高校生らが立ち上げた「国定教科書反対青少年行動」（以下、青少年行動、10

月 11 日）である。メンバーらは、12 月 26 日まで 12 回にわたり、毎週土曜日に街頭に出て「青

少年行動」という名で、独自のパフォーマンスや文化祭を行なったり、ネットワークの各種行事

に参加した。また、SNS を通じての意見共有や教育委員長に対する公開質疑書提出、国連に対す

る国定化撤回のための請願書提出など、多様な方法で自らの声を国内外に向けて発信した。 

青少年行動が国定化に反対する論理の根底には権利意識と主体としての自覚がある。青少年も

憲法で保障される「主権的国民」であり、「教育を受ける主体」として当然の権利を有するはず

なのに、教育政策決定過程への参加や国定化のように決まった政策に対する意見の表現が制限さ

れ、その権利が「侵害」されたという認識である。とくに、①青少年が政府の国定化方針に対す

る自分の意見を表現し、その意思によって多様な行動をすることが正当な権利だと思うか、②青

少年の表現の場、集会結社の自由は学校内でも保障されるべきだと思うか、③青少年の表現の自

由を侵害する学校や教師がいたら問題だと思うか、④このような青少年の権利侵害問題、被害事

例に対してどのような対策を用意するのか、根本的な対策は何か、などを問うた、教育委員長に

対する公開質疑書にその問題意識がよくあらわれている。さらに、青少年行動は、国定化問題の

みならず、「屈辱的日韓慰安婦合意破棄、青少年の投票権保障、セウォル号真実糾明」を求めて

いる。つまり、国家の責任や役割までを問うようになったのである 19。2016 年 1 月、「青少年行

動‘黎明’」に改称し、「ひっくり返そう！Hell朝鮮！青少年起爆祭」というイベントを開催する

など、現在もFACEBOOKを通じて国定化、「慰安婦」問題、セウォル号、青少年投票権などに関す

る社会の動向や情報を共有しつつ、各種行事に参加している 20。 

 

（2）若手歴史研究者の運動 

二つ目には、若手歴史研究者による萬人萬色研究者ネットワーク（以下、萬人萬色）を挙げた



い。萬人萬色は、昨年 10月 19日に FACEBOOKページを開設し、11月 2日までの行政予告期間中、

国定化に対するパブリック・コメント発送及び SNSでの共有から活動を始めた。行政手続法第 44

条により、担当部署はパブリック・コメントを尊重して処理する義務とその処理結果を通知する

義務があると定められている。萬人萬色の活動はこの制度を活用し、民主的手続きに対する問題

提起の意味も含めて展開された。ほかに、「自ら歴史の主体と思う人々よ！“歴史人”よ！歴史

を私有化しようとする彼らの動きに一万種類の色で抵抗しよう！」というスローガンの下、全国

歴史人大会（10 月 19 日）を開催したり、国定化問題をわかりやすく解説したカードニュースを

制作してインターネットで公開している。現在、持続可能な活動方法として、行政的手続きの活

用（情報公開請求）と、社会に対する歴史研究の還元のための活動（インターネットラジオ運営、

コンテンツ製作、市民講座・セミナー、様々な社会運動との連帯事業など）を展開している。 

萬人萬色に集った若手研究者の問題意識と目的は「創立趣旨文」（正式創立は 2016 年 1 月 23

日）に記されている。要約すると、資本と政治・国家権力、学際間の壁によって塞がれてしまっ

た（＝「不通」）、若手研究者同士、研究者と社会との「疎通」を目指し、専門である歴史学と歴

史教育の研究、教育活動などを通じて、開かれた公論の場を作り、社会に対する学問研究の役割

を問い直そうとしている。また、会則第 3 条の運営原則においては、「人権と民主主義」の具現

を基本にし、「本会会員は、性別、宗教、障がい、年齢、社会的身分、出資地域、出身国家、出

身民族、容貌などの身体条件、婚姻如何、妊娠・出産、家族形態・状況、人種、肌色、良心と思

想、政治的意見、性的指向及び性的アイデンティティ、学歴、病歴などによって、差別されない

権利がある」と定められている。つまり、萬人萬色が具現したい「疎通」、「人権と民主主義」と

は、積極的な多様性の保障と差別排除に基づくものであることがわかる 21。 

 

4．結びに代えて―「不通」の時代を生きる若者／青年 

 萬人萬色が求める「疎通」は、実は歴史（学）の問題だけではない。韓国は今「不通」の時代

といっても過言ではない。韓国Gallupの 4月 3週目定例調査によると、朴大統領の支持率が 29％

と最低値を記録したが、その理由は疎通不足（20％）、経済政策（15％）、独善・独断（12％）、

すなわち「不通」が最も大きな原因である 22。この「不通」を打開しようと、韓国の民衆は、昨

年の 11 月から今年の 6 月まで 6 度にわたる民衆総決起に集まり、日常生活が脅かされる現状の

訴え、労働、農業、貧困、青年学生、民主主義、人権、自主平和、セウォル号、環境、社会公共

性など、社会全般の変革に対する希求と「疎通」を訴えている。主な要求事項は、歴史教科書国

定化中止、労働基本権保障・労働改悪反対、セウォル号引き上げ、農産物適正価格保障、差別禁

止法制定、公共領域（医療・鉄道・ガス・水道）の民営化中断などが挙げられる。それでも政府

は、「不通のシンボル」23の国定化作業を、執筆陣と執筆・編纂基準を非公開にしたまま、11月の

草案公開に向けて強行している。 

 今、韓国ではかつてないほど、「青年」をめぐって政治、経済、文化、文学など、人文社会学

のほぼ全分野と言論やインターネットにおいて熱い議論が繰り広げられている 24。それほど、若

者／青年が社会経済的に厳しい現実に直面しているのである。 

 このような状況のなか、20代総選挙が行われた。7月の中央選挙管理委員会が発表した「20代

総選投票率最終分析結果」によると、20 代（19歳含む）が 52.7％と、4年前の 19代総選挙の 41.5％



より 11.2％上がり、1996 年に総選挙の年齢別投票率集計が始まって以来、最高値を記録した 25。

若者の、既存の政治に対する怒りと厳しい現実の打開に対する希求が、投票率上昇につながった

と、若者が政治の主体としての自己認識を持ち、力を発揮し始めたと期待されている。 

 「教育の主体」（青少年行動）、「歴史の主体」（萬人萬色）のように、自分に最も近い世界の主

体として、「不通」状態に無数の風穴を開け、「疎通」を作り出すための若者の取り組みが展開さ

れている。一方では、希望を失って社会や自分を自嘲的に、冷ややかな目で眺め、傍観者、また

はより高い社会経済的地位を得ることばかりに没頭している人も多い。しかしながら、円滑な「疎

通」が可能な社会に対する希求は、若者や韓国を生きるみんなが持っていると考える。いかにす

れば可能なのか、試行錯誤もあるだろうが、実践を重ねていくプロセスのなかで、みんな（筆者

も含めて）がそれぞれの主体となり、その力を発揮できることを期待してみる。 
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